
○観光２次交通利用促進 ○宿泊施設等の受入れ環境整備
○観光人材確保支援 （多言語化、ｷｬｯｼｭﾚｽ化等） など

○サンゴ礁保全再生活動促進 ○世界自然遺産地域活動支援
○旅行需要の平準化 ○沖縄国際観光景観ﾈｯﾄﾜｰｸ構築 など

○歴史・伝統文化、芸能等を活用した観光コンテンツの造成
○空手ツーリズム受入体制構築 〇ｽﾎﾟｰﾂｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ推進 など

○サステナブルツーリズムの推進 ○県民理解の促進
○DMO組織・機能強化 ○ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ観光客の文化理解促進  など

②県民・観光客双方にとって満足度の高い受入体制の

充実強化

➂観光地における環境及び良好な

景観の保全、並びに魅力ある付加価値

の高い観光地ブランドづくり

④観光の振興に通じる文化芸術の継承

及び発展並びにスポーツの振興

➄地域社会の持続可能な発展を、観光を通じて

促進することによる県民理解の向上と、これを

前提とした国内外からの観光旅行の促進

徴税コスト等 （税システム改修費、課税・徴収事務経費、制度の周知・広報費、特別徴収義務者への事務補助費）

自然環境・歴史文化の保全、沖縄らしい景観に配慮した観光
の推進する等魅力ある付加価値の高い観光地ブランドづくりに
資する取組

観光客が快適な観光を満喫できる二次交通対策の充実など受入
環境の整備及び利便性・満足度の向上に資する取組

独自の伝統文化やスポーツ等のソフトパワーを生かした多彩か
つ質の高い観光の推進に資する取組

地域社会、経済、環境の３つの側面においてバランスの取れ
た持続可能な観光施策を推進し、県民に理解され世界から選ば
れる観光地を形成する取組

○観光危機管理対策 ○災害時等観光客避難支援
○ﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ事故防止対策 ○観光危機管理計画策定支援 など

①安全・安心で快適な観光の実現

（観光危機管理、海の安全）

観光危機管理や海の安全対策など安全・安心で快適な観光を実
現する取組

○税を導入しない市町村に対し、補助金又は交付金による配分を
検討

⑥市町村への配分

（対象は税を導入しない市町村）

市町村が観光振興を図るための取組みに係る経費を配分
する。

※ 宿泊税を財源とした具体的な事業については、今後決定される課税要件と税収見込に応じて、事業実施年度の予算編成時に検討していくこととしている。

■ 宿泊税の使途の考え方について
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